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▽▲  編集後記  ▲▽
　プライベートの話になりますが、今年の５月に、縁あって猫を飼うことになりました。もともと犬は長い間
飼っているのですが、猫を飼うのは初めてです。ペットの中ではメジャーな犬と猫ですが、性格も生活も
体も全く違う生き物であることがわかります。まず犬の体は硬くガッシリしていますが、猫の柔らかさに驚
かれされます。その理由は、猫には鎖骨があり、さらに内臓を自由に動かせるからだそうです。生き物を飼
うことは責任も伴うので、複数飼育することは簡単ではありませんが、比較することで発見もありますね。（大江）

※送付先の変更や、メールアドレスの変更などあれば、ご連絡ください。経費削減のため、なるべく通常の通信はEメールで連絡させてい
ただきます。登録時に郵送を希望された方でメールアドレスを取得した場合は上記までご連絡ください。
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　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、団体見学の
際もいくつかご協力をお願いします。詳しくは、下見説明会・
博物館HPをご参照ください。

●予約について
　入館者数の制限を行っています。お申し込みいただいた
順番に予約をいれるので、まずは、お電話か、自然史博物館
HPの予約フォームでお申込ください。ご希望の日時が満員
で、変更をお願いする場合は、だいたい3日以内にご連絡い
たします。

●下見について
　下見は予約不要ですので、開館時間内に直接お越しくだ
さい。春休みや夏休みなど、下見が多い日は、毎時0分と30
分に、説明会を行います。また、混雑を避けるため、少人数
での来館にご協力ください。

■団体見学について■
遠足等で自然史博物館の見学をお考えの先生方へ

令和３年11月１日（月）～令和４年3月31日（木）の間、長居
植物園内の改修工事のため、休園予定です。見学は、博物
館 本館および花と緑と自然の情報センターのみとなります。

■【重要】長居植物園の長期休園について■

●ネット配信行事
　全てYouTubeを使った配信を予定しています。インター
ネット環境に接続することができるパソコン、スマホなどがあ
れば、ソフトなどをダウンロードする必要はありません。ネッ
ト接続できるパソコン・スマホは各自でご用意ください。
　YouTubeの「大阪市立自然史博物館」チャンネル
（https://www.youtube.com/c/大阪市立自然史博物館
/）にアクセスして表題の番組をクリックしてください。開始時
間になれば始まります。

自然史オープンセミナー（10月）
「瀬戸内海沿岸の冬の水鳥の分布」
　冬の瀬戸内海沿岸では、カモメ類、カモ類をはじめ、さま
ざまな水鳥が見られます。海ガモの大群は東でのみ見られ、
越冬シギ・チドリ類は西に多いなど、場所によって違う瀬戸
内海の水鳥を紹介します。

　日　　時：10月16日（土）午後1時～2時
　参 加 費 ：無料
　講　　師：和田　岳（動物研究室学芸員）
　お申込み：不要
　そ の 他 ：10月30日（土）まで見逃し配信を行います。

自然史オープンセミナー（11月）
「大阪の伝統野菜『若ごぼう』はどこで売られているか」
　若ごぼう（葉ごぼう）は、若い葉・茎と根を賞味するために
生育前期で収穫されるごぼうです。苦みのある風味ですが、
大阪府の中河内地区では古くから栽培され親しまれていま
す。さてこのローカルな若ごぼう、日本のどこまで流通してい
るのでしょう。旬となる今年の2～4月にみんなで調べました。
え！？そんなところで売ってるの？詳しくは当日のセミナー
で！

　日　　時：11月20日（土）午後1時～2時
　参 加 費 ：無料
　講　　師：石田　惣（動物研究室学芸員）
　お申込み：不要
　そ の 他 ：11月28日（日）まで見逃し配信を行います。

■行事案内■

　自然史博物館では1986（昭和61）年に、視覚障害を持つ
方にも展示を楽しんでいただけるよう、さわれる展示とその点
字・墨字の解説パネル、大きな文字や点字によるパンフレット
を作成しました。
　しかし作成から30年以上が経過し部分的な展示更新を
経て、実態と合わない部分が増えてしまったため、昨年度に
パンフレットの改訂を行いました。
　改訂された「大阪市立自然史博物館　見学ガイド」は、来
館前の情報収集や、帰宅後の振り返りにお使い頂けるよう、
博物館と各展示室の概要、さわれる展示の紹介、ご利用案内
を盛り込みました。
　「見学ガイド」には点字版と大きな文字版の2種類あります
（図1）。来館者向けに、本館の受付や情報センターのカウンターで貸し出しを行なっているほか、自然史博物館本館のミュー
ジアムサービスセンターでは、学校向けに長期間（１ヶ月程度）の貸し出しもしています。また、自然史博物館webサイトの最上
部にある、「読上用テキスト版利用案内」（図2）をクリックしていただくと、大きな文字版のpdfファイルをダウンロードでき、パソ
コン等の音声化アプリで読み上げさせることもできます。
　ご活用いただくとともに、視覚支援学校の先生方にもご紹介いただければ幸いです。
（見学ガイド改訂にあたっては、2020年度笹川科学研究助成実践研究部門、令和2年度 文化庁 地域と共働した博物館創
造活動支援事業の助成を受けました。）

■ 点字・大きな文字の「見学ガイド」のご案内■

▲図１．左が点字、右が大きな文字（墨字）の見学ガイドです。

▲図２．博物館のwebサイトで、大きな文字版のガイドブックのpdfをダウンロードできます。

大阪自然史フェスティバル代替オンラインシンポジウム
「コロナ禍後の活動のリブートを目指して」
　コロナ禍で、大阪自然史フェスティバルといったイベント
のみならず、観察会の実施も困難で、団体の活動自体が休
止せざるを得ない状況も生まれています。コロナ禍がひと段
落したら、それをいかに再開させるかが問題となります。
　コロナ禍での活動の現状を共有するとともに、その後の
活動再開における課題を考えます。

　日　　時：11月28日（日）午後2時～5時
　参 加 費 ：無料
　プログラム：14:00～14:15　導入
　　　　　　14:15～15:35　事例報告（4団体程度）
　　　　　　15:45～16:15　休憩・質問受け付け
　　　　　　16:15～17:00　総合討論会
　お申込み：不要

　新型コロナウイルスの感染拡大のため、博物館の行事も
内容の変更や中止されることが多くなっております。ここで
は、開催が決定しているネット配信行事を掲載いたします。
その他の行事については、自然史博物館HPをご覧ください。

点字・大きな文字の見学ガイ
ドが必要な支援学校・支援学
級には、差し上げることもでき
ます。冊数は、ご相談ください。
ご希望の学校・先生は、大阪市
立自然史博物館までご連絡く
ださい。




